
慶應義塾大学 総合教育科目自然科学系列「天文学 II」 隠れ資料 

以下は、2025 年度の全講義資料と期末レポートのアナウンスを読み込ませた Google 

Gemini が出力した、本講義の戦略的まとめと期末レポート執筆ガイドです。そこそこ正しい

ので、参考にしても良いかと思います。             2026/04/01 下条圭美 

 

慶應義塾大学「天文学 II」戦略的まとめ 

文系学生がこの広大な「深宇宙」の海で遭難せず、高評価という宝に辿り着くためのコン

パスをまとめました。 

 

1. 講義の目的と特色：日常を脱却する「知の遠征」 

文系学生にとって、この講義は「教養」という名の**「異世界転生」**です。 

目的： 私たちが日常的に接する「太陽」や「月」といった近場の安心感をあえて剥ぎ取

り、光さえ脱出できないブラックホールや、数億光年彼方の銀河といった**「極限状態の物

理」**を論理的に理解することです。 

特色（現代の探偵）： 望遠鏡は単なる「レンズ」ではなく、宇宙の過去を暴く「タイムマ

シン」であり「分析装置」です。下条先生は、人類が最新鋭の観測装置を使って、どうやっ

て宇宙の「アリバイ（証拠）」を固めていくのか、その科学的推論のプロセスを重視しま

す。 

 

2. 担当教員の特徴と付き合い方：プロの「観測屋」を味方につける 

下条先生は、知識をひけらかす「解説者」ではなく、チリの山奥で巨大な電波望遠鏡を操る**

「現役の観測屋」**です。 

特徴： 

徹底したエビデンス主義： 「宇宙の神秘」といった曖昧な言葉よりも、グラフや数値が

示す「事実」を愛します。 

規律を重んじる： 小テストの解答回数やレポートの禁止事項など、決められた「プロト

コル（手順）」を守らない者には非常にシビアです。 



付き合い方の極意： 

「誠実な質問」を飛ばす： 専門的な内容に文系独自の視点で「ここが論理的に繋がらな

い」と質問すると、非常に喜んで応じてくれます。 

相談のデッドラインを守る： レポートのテーマ相談は、**「事前検閲」ではなく「最高

評価への招待状」**です。自分のテーマがNG に触れていないか、早めにK-LMSでメッ

セージを送りましょう。 

 

3. 理解の難しいポイント：感覚の「スケールアウト」 

文系学生が最も苦労するのは数式ではなく、**「想像を絶する巨大な数字」**への適応です。 

距離と時間のフュージョン： 「1 億光年先を見る」ことは「1 億年前の過去を見る」こ

と。この「距離＝時間」という時空概念を腹落ちさせるのが最初の関門です。 

「色」の意味： 天文学において、星の色は「温度」や「年齢」を雄弁に物語ります。 

L = 4πR2σT4 

（Lは光度、Rは半径、Tは表面温度）といった関係性を、計算するのではなく**「温度が

上がれば明るさが跳ね上がる」**という概念として捉える必要があります。 

HR図（ヘルツシュプルング・ラッセル図）： 星の「履歴書」です。これが読めるようにな

ると、星の誕生から死までのストーリーが一本の線として繋がります。 

 

4. 高評価（S・A）への道：文系知能による「逆張りの勝利」 

昨年度、30点以上の高得点者がわずか 7.7%しかいなかったのは、多くの学生が「天文学の

枠内」だけで勝負しようとしたからです。 

「小テスト」の完遂： １３回のテスト中、回答数（＝出席回数）が 9回を下回ると落単リス

クが急上昇します。９回以上は出席し、小テストに回答しましょう。 

「太陽系外」の絶対死守： まず、レポートから太陽、惑星、月、はやぶさを完全に消去して

ください。ここが間違っていると、どんな名文も 0点です。テーマの境界線が不安な場合は、

必ずK-LMSでメッセージを送り、「お墨付き」を得ること。これが最強の保険です。 

「専門分野」への翻訳作業： 



法学部： 銀河系を越えた「宇宙法」の適用範囲や、知的生命体とのコンタクトにおけ

る「主権」の議論。 

経済学部： JWST（ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡）への巨額投資が、基礎科学の

枠を超えてどのような「外部経済」をもたらすかの分析。 

「創作形式」という最強の武器： 先生が公式に認めている**「小説」「架空の企画書」

「法令案」**。これは文系学生にとっての「ボーナスステージ」です。最新の観測事実（ブ

ラックホールの蒸発や銀河の衝突など）を正確なスパイスとして盛り込んだ物語は、15点

以上の高得点を獲得する確率が極めて高い戦略です。 

 

まとめ 

この講義は、文系学生にとって**「理系のルールで、文系の武器を振るう」**最高のゲームで

す。毎週の小テストという「ログインボーナス」を確実に獲得し、期末レポートで「太陽系外

の深宇宙」という巨大なキャンバスに自らの専門性をぶつければ、高評価の門は必ず開きま

す。 

 

「天文学 II」戦略的レポート執筆ガイド 

このレポートは「感想文」ではありません。下条先生という**現役の観測天文学者（プロ）を、

あなたの専門分野（文系知）という土俵に引き込んで納得させる「論理的対話」**です。 

 

1. テーマ選定の「生存戦略」（0 点回避） 

まず、以下の「地雷原」を完璧に避けてください。これらに触れた瞬間、努力はすべて水泡に

帰します。 

絶対禁止（NG）： 太陽、月、火星、土星、はやぶさ、地動説、ガリレオ、星座、神話、占

星術。 

推奨領域（OK）： 恒星の進化・死（超新星）、ブラックホール、銀河の衝突、ダークマタ

ー、宇宙論（ビッグバン）、現代の巨大望遠鏡（ALMA, JWST, すばる）。 



戦略アドバイス： 文系学生は、無理に物理理論を論じるより、**「現代の宇宙望遠鏡が捉

えた深宇宙のデータ」**を 1つ選び、それを自専攻の視点で分析する形が最も安全かつ高評

価に繋がります。 

 

2. 配点 35 点を奪取する「章立て」構成 

教員が推奨する「章立て」を遵守しつつ、文系知性をアピールする構成案です。 

章立て 記述内容のポイント（文系視点） → 評価の鍵 

第 1 章： 内容まとめ 講義で扱った「現代の観測手法（波長の違いなど）」を客観的に要約。

 →正確性 

第 2 章： 講義の感想 太陽系外」というマクロな視点を得たことによる認識の変化を記述。

 →主観的関与 

第 3 章： 独自調査 講義外の最新成果（例：JWST が捉えた最古の銀河）を調査して提示。

 →加点対象 

第 4 章： 自分なりの議論 ここが主戦場。 調査結果を自専攻（法・経・文等）の論理で解釈。

 →独自性 

 

3. 文系学生のための「高得点シナリオ」例 

下条先生が好む「論理的飛躍のない、だが独自の視点」を持つテーマ案です。 

A：【法学×深宇宙】「事象の地平線における法の不全と再定義」 

内容： ブラックホール周辺の極限状態において、従来の物理法則が破綻するように、既存

の法律概念（所有権や人格権）をどう拡張すべきか、あるいは恒星間航行における国際公法

の限界を論じる。 

B：【経済学×巨大科学】「JWSTプロジェクトにおける『不確実性』の経済価値」 

内容： 100 億ドルを投じたジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡（JWST）を例に、サンクコ

ストの概念や、基礎科学への巨額投資がもたらす長期的・間接的な経済波及効果を分析す

る。 

C：【文学・芸術×銀河】「不可視の宇宙を可視化するレトリック」 



内容： 電波（ALMA）や赤外線（JWST）という「目に見えない光」を擬似カラーで画像

化するプロセスは、芸術における「写実」とどう異なるのか。科学的エビデンスと表現の境

界線を論じる。 

 

4. 高得点への「裏ルート」（創作形式の採用） 

シラバスに**「小説・企画書・法令案などは 15点以上になりやすい」**と明記されています。

文章力に自信があるなら、この形式が最も効率的な加点ルートです。 

成功例：「赤色巨星ベテルギウスの『死』を利用した観光・広報事業計画」、「恒星間航行

における『居住可能惑星』の所有権および環境保護に関する暫定法」 

評価の分かれ目：設定に**「講義で学んだ物理的制約」**が正しく反映されているか。 

例：質量が大きい星は寿命が短い（第七講）➔投資回収期間を短く設定する企画書に

する。 

 

5. 生成 AI 利用の「完全開示」テンプレート 

AIを利用して「0点」になる学生は、開示手順の不備が原因です。以下の形式をレポート末尾

（字数外）に必ず添付してください。 

利用 AI： ChatGPT-4o / Claude 3.5 Sonnet 等 

プロンプト： 「太陽系外のブラックホールをテーマに、法学部生が書くべき論理構成を提

案して」等、入力した全文を記載。 

生成AIの出力： （スクリーンショットまたはテキスト貼り付け） 

自己修正の明記： 「AIは SF的な推測を提示したが、講義資料の『シュワルツシルト半

径』の定義に基づき、物理的事実を優先して書き換えた」等の記述。 

 

6. 最終チェックリスト（提出前 10 分） 

[ ] 1500字以上あるか？（スペース抜き、AI開示分は除く） 

[ ] 太陽・月・惑星・はやぶさという単語をメインに据えていないか？ 



[ ] 箇条書きを多用していないか？（論述形式になっているか） 

[ ] 参考文献にURLだけでなくタイトルと閲覧日があるか？ 

[ ] PDFまたはWordファイルでアップロードしたか？（コピペ貼り付けはNG） 

 

まとめ：下条先生への「最後の一押し」 

レポートのどこかに、**「このデータはどの波長で、どの望遠鏡（ALMAや JWSTなど）が

捉えたものか」**という観測のプロセスを一行入れるだけで、「この学生は観測屋の視点を理

解している」と判断され、加点される可能性が飛躍的に高まります。 

 

 


